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新
市
の
一
体
感
を
醸
成

　

昨
年
11
月
1
日
に
伊
佐
市
が
誕
生
し
、
地

域
づ
く
り
や
イ
メ
ー
ジ
、
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

な
ど
時
代
に
合
う
姿
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

｢

対
話
と
行
動｣

に
よ
り
、
全
て
の
市
民
と

積
極
的
な
話
し
合
い
を
持
ち
、
市
の
一
体
感

の
醸
成
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
理
念
の
柱
と
し
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
（
環
境
・
自
然
）、
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
経

済
・
産
業
）、
カ
ル
チ
ャ
ー
（
文
化
・
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
）
の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
将
来
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
北
海
道
伊
達
市
の
取
り
組
み
を
参

考
に
異
業
種
連
携
に
よ
る
経
済
活
動
の
新
た

な
展
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
空
き
家
改
造

に
よ
る
短
期
居
住
、
民
間
活
用
に
よ
る
住
宅

や
福
祉
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
、
医
療
・
福
祉
施

設
と
の
連
携
や
マ
ン
パ
ワ
ー
育
成
な
ど
の
仕

組
み
を
作
り
、
人
に
移
り
住
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
で
雇
用
が
生
ま
れ
、
経
済
が
活
性
化
、

や
が
て
は
若
者
の
定
住
の
促
進
と
、
人
口
減

に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
予
算
は
、
新
市
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
沿
い
、
一
体
感
の
あ
る
予
算

と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
一
層
の
事
務
事
業

の
効
率
化
、
選
択
・
重
点
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
市
職
員
数
も
計
画
的
に
削
減
し
、
総

人
件
費
抑
制
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
政
情
報
を
公
開
し
、
市
民
の
皆
様
と
情

報
共
有
を
図
り
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
や
校
区
公
民
館
活
動
推
進
委
員
会
の
活
性

化
の
支
援
、
市
民
と
行
政
の
協
働
で
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
平
等
な
社
会
参

画
推
進
の
た
め
、
各
種
審
議
会
等
へ
の
女
性

登
用
や
一
人
ひ
と
り
の
人
権
確
立
に
向
け
施

策
を
展
開
し
、｢

伊
佐
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン｣

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
見
え
る
行
政
」
の
た
め
、
公
会

計
整
備
を
進
め
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
税
等
を

納
め
や
す
く
す
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
納
入
や
、
滞
納
者
処
分
対
策
な

ど
税
収
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

国
は
10
年
後
に
食
料
自
給
率
50
％
を
目
指

す
方
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
田
の
利
用
体

系
を
図
り
、
耕
地
利
用
率
を
高
め
る
方
策
を

検
討
し
て
い
き
、
収
益
性
・
効
率
性
の
高
い

作
物
を
選
択
、
金
山
ね
ぎ
や
伊
佐
か
ぼ
ち
ゃ

の
面
積
拡
大
に
も
努
め
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
強
力
に
行
い
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

畜
産
で
は
、
伊
佐
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
、

飼
料
米
栽
培
や
粗
飼
料
確
保
な
ど
経
営
安
定

を
進
め
、
伊
佐
農
業
発
展
の
た
め
堆
肥
セ
ン

タ
ー
を
有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
葉
タ
バ
コ
や
園
芸
、
特
用
林
産
物

の
産
地
振
興
に
取
り
組
み
、
農
業
技
術
と
経

営
能
力
研
修
も
行
い
、
林
業
振
興
も
、
国
土

保
全
な
ど
多
面
的
な
公
益
機
能
を
高
め
る
間

伐
な
ど
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣

の
農
産
物
被
害
防
止
の
た
め
、
計
画
的
な
有

害
鳥
獣
駆
除
等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

「
創
意
工
夫
に
よ
り

協
働
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
地
域
力
を
い
か
し
た

地
域
産
業
づ
く
り
」

第
1
回
伊
佐
市
議
会
で
隈
元
市
長
が
平
成
21
年
度
施
政
方
針
を
発
表

「
大
地
の
恵
み
を　

人
が
奏か

な

で
る

だ
れ
や
め
の
郷さ

と

」
を
め
ざ
し
て

エ
コ
ロ
ジ
ー
（
環
境
・
自
然
）、
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
経
済
・
産
業
）、

カ
ル
チ
ャ
ー
（
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
発
展
・
調
和
さ
せ
ま
す
。
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商
工
業
振
興

　

｢
商
工
振
興
資
金
利
子
補
給
事
業｣

に
よ

る
支
援
、
異
業
種
交
流
に
よ
る
情
報
交
換
や

連
携
、
特
産
品
開
発
に
努
め
、
商
店
街
活
性

化
の
た
め
商
工
会
と
一
体
と
な
り
議
論
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
観
光
に
つ
い
て
も
民
間
の

考
え
を
傾
聴
し
宣
伝
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
す
が
、

企
業
に
出
か
け
て
情
報
を
収
集
し
、
誘
致
に

向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
雇
用
状

況
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急
的
な
就

業
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ま

す
。

生
活
対
策

　

消
防
団
員
確
保
や
消
防
施
設
の
充
実
、
自

治
会
の
防
災
無
線
放
送
の
設
置
等
を
推
進
、

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
早
期

完
工
に
努
め
ま
す
。

　

住
環
境
整
備
は
、
民
間
活
力
導
入
等
を
含

め
た
市
営
住
宅
の
整
備
計
画
立
案
や
、
移
住

希
望
者
に
体
験
居
住
を
し
て
も
ら
う
家
屋
改

築
な
ど
、
異
業
種
連
携
で
移
住
・
定
住
政
策

に
向
け
て
の
準
備
に
入
り
ま
す
。
住
民
の
交

通
手
段
の
確
保
も
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
伊
佐
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
、

ご
み
分
別
や
不
法
投
棄
根
絶
、
家
庭
等
か
ら

の
雑
排
水
の
水
質
改
善
な
ど
、
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
衛
生
セ
ン
タ
ー

事
業
は
、
新
た
な
施
設
の
建
設
用
地
を
選
定

し
平
成
29
年
度
の
施
設
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
は
、
安
全
な
水
を
お
届
け
す

る
た
め
に
、
水
源
・
水
質
の
確
保
、
施
設
の

適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り

　

高
齢
者
は
も
と
よ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
等
を
増
や
し
、

介
護
状
態
の
軽
減
や
重
度
化
防
止
と
介
護
予

防
活
動
も
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
支
援
等
の

充
実
を
図
り
、
大
口
伊
佐
准
看
護
学
校
の
経

営
的
支
援
と
学
生
募
集
協
力
に
よ
り
、
中
長

期
的
な
視
点
で
介
護
や
医
療
の
マ
ン
パ
ワ
ー

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
休
日
・
夜
間
の

医
療
体
制
確
保
は
も
と
よ
り
、
救
急
搬
送
体

制
の
強
化
の
た
め
、
県
の
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」

導
入
に
つ
い
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
等
の
準

備
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
ま
す
。
同
時
に
、

県
立
北
薩
病
院
の
医
師
確
保
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
強
く
県
や
鹿
児
島
大
学
に
要
請
し

て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
や
、
各
種

が
ん
検
診
の
実
施
な
ど
、
健
康
教
育
・
相
談
・

指
導
な
ど
健
康
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

福
祉
対
策

　

子
育
て
支
援
と
し
て
「
産
み
や
す
い
・
育

て
や
す
い
」
ま
ち
を
目
指
し
、
妊
婦
健
康
診

査
負
担
を
14
回
ま
で
無
料
と
し
、
多
子
世
帯

の
保
育
料
軽
減
や
、
病
児
病
後
児
保
育
な
ど
、

働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
も
、
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
せ
る
施
策
を
推
進
し
、｢

福

祉
協
力
委
員
制
度｣

の
定
着
で
、
地
域
ケ
ア

体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
の
振
興

　

故
郷
に
根
ざ
し
た
教
育
、
教
職
員
の
資
質

向
上
、
地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
、
学
校
施
設
の
耐

震
診
断
や
計
画
的
改
修
に
よ
り
安
全
な
教
育

環
境
を
整
え
、
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
は
、
平
成
23
年
度
を
目
標
に
建
設
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の
適
正

規
模
や
生
徒
の
成
長
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
の

姿
か
ら
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
家
庭
や
地
域
活
動
を
通
し

｢

伊
佐
ら
し
さ｣

の
社
会
教
育
の
推
進
や
育

成
を
図
り
、
文
化
財
を
活
用
し
た｢

ふ
る
さ

と
教
育｣

や
、
図
書
館
活
用
に
よ
る
地
域
の

文
化
力
や
読
書
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
を
記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
、
榎
木
孝
明
さ
ん
演
劇
公
演
、
向
井
亜

紀
さ
ん
文
化
講
演
な
ど
を
開
催
し
、
5
月
16

日
の
記
念
式
典
と
と
も
に
文
化
・
芸
術
の
気

運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
体
力
・
健
康

づ
く
り
の
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大

会
等
を
通
じ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
推
進
に
努

め
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
民
体
育
大
会
が
伊
佐
市
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

の
整
備
・
充
実
を
図
り
、
広
報
・
啓
発
活
動

や
選
手
強
化
等
を
促
進
、市
民
総
参
加
で「
さ

わ
や
か
伊
佐
県
体
」
の
成
功
を
目
指
し
ま
す
。

結
び
に

　

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
ま
ず
、
伊
佐

市
の
一
体
感
の
醸
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま

す
。｢

わ
た
し
が
最
も
誇
れ
る
こ
と
は
、
伊

佐
市
民
で
あ
る
こ
と
だ｣

そ
う
言
え
る
市

（
ま
ち
）
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
伊
佐
市
の
将
来
目
標
像
で
あ
る
〝
大
地

の
恵
み
を　

人
が
奏
で
る　

だ
れ
や
め
の
郷
〞

を
目
指
し
て
市
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
自
然
と
共
生
す
る

快
適
な
生
活
空
間
づ
く
り
」

「
誇
り
と
生
き
が
い
を
も
つ

心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
」

平成 21 年度　施政方針
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狂犬病予防注射＆
畜犬登録をお願いします

月日 場　　所 時　　間
楠本集会施設   9:20～  9:25
新拓集落センター   9:35～  9:40
新川集落センター   9:55～10:00
五色・内田凉さん宅前 10:15～10:20
麓後・梶川鐵夫さん宅前 10:40～10:45
本町公民館 10:55～11:00
下名集会施設 11:10～11:15
停車場青少年会館 11:25～11:30
荒瀬多目的集会施設 13:10～13:15
農協川南出張所 13:25～13:30
町舟津田上集会所 13:40～13:45
築地・若宮神社前 13:55～14:00
築地集会施設 14:10～14:15
共進地区教育集会所 14:25～14:30
共進納骨堂前 14:40～14:45
前目上・杉本次男さん宅前 14:55～15:00
前目公民館 15:10～15:20
重留南集落センター   9:15～  9:20
田中下・小山商店横   9:30～  9:35
田中中・北山商店前   9:45～  9:50
田中・南方神社 10:00～10:05
田中上集会施設 10:15～10:20
徳辺下集落センター 10:30～10:35
徳辺・上原幸男さん宅前 10:45～10:50
姫宮神社前 11:00～11:05
小路・鮫島俊徳さん宅前 11:15～11:20
徳辺上集落センター 11:30～11:40
花北下・中間商店前 13:10～13:15
花北営農研修センター 13:25～13:35
薬師神社鳥居前 13:50～14:00
下市山集会施設 14:15～14:20
上市山・岡山善一さん宅前三叉路 14:35～14:40
東市山集会施設 14:55～15:00
上市山集会施設 15:10～15:15
北部集会所 15:25～15:30

月日 場　　所 時　　間
小川添公民館   9:20～  9:25
小川添野池・野池橋横   9:35～  9:40
永池鉱泉前 10:00～10:05
柳野三叉路 10:25～10:30
楠原集会施設 10:40～10:45
岩坪・納骨堂前 11:00～11:05
岩戸橋横 11:15～11:25
岩坪・緒方照さん宅前 11:30～11:35
本城宇都集会施設 11:45～11:50
山下・鵜泊青少年会館 13:10～13:15
川北麓集会施設 13:25～13:30
湯之元・旧立山商店横 13:45～13:50
小原松山集会施設 13:55～14:00
猶原集会施設 14:10～14:15
平沢津公民館 14:25～14:30
小原松山・園田ノリ子さん宅前 14:40～14:45
山田地区集会施設 14:55～15:00
大山口・松下覚さん宅前 15:10～15:15
山田・ひまわり館 15:25～15:30
瓜之峰公民館   9:15～  9:20
本城地区集会施設   9:30～  9:35
西川・山口正照さん宅前   9:50～  9:55
青木元上・鹿北製油工場跡前 10:05～10:10
青木元地区教育集会施設 10:20～10:25
場ノ木集会施設 10:35～10:40
比良地区集会施設 10:50～11:00
本城町・覚誓寺前 11:10～11:20
荒田地区集会施設 11:30～11:40
下手風呂元・田上秀雄さん宅前 13:10～13:15
下手上多目的集会施設 13:25～13:30
下手浜場停留所前 13:40～13:45
下手須川水天神社参道入口 13:55～14:00
下手下集会施設 14:10～14:15
下荒田公民館 14:25～14:30
大峰・ごみ収集所横 14:40～14:45
市役所（菱刈庁舎）東側車庫前 14:55～15:00

　平成 21年度狂犬病予防注射及び畜犬登録を次のとおり実施しますので、最寄りの場所で

受けてください。犬は、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。

【菱刈地区】

５
月
８
日
（
金
）

５
月
11
日
（
月
）

５
月
13
日
（
水
）

５
月
15
日
（
金
）

○注射には、飼い犬をしっかり捕まえられる人が来てください。

○できるだけ、おつりのないようにお願いします。

　　対象犬　生後 91日以上の犬
　　手数料　注射料　３, ０００円（注射料２，４５０円・注射済票５５０円）
　　　　　　登録料　３, ０００円
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月日 場　　所 時　　間
永尾公民館   9:10～  9:20
伊佐農協目丸出張所跡   9:25～  9:45
伊佐農協東支所   9:55～10:10
上青木東・中島修さん宅前 10:20～10:25
中山・城さん宅前 10:35～10:40
新青木・木ノ下商店前 10:50～11:00
上青木中公民館前 11:05～11:15
松ノ口三叉路 11:25～11:35
篠原公民館 13:10～13:30
山ノ口・川﨑商店前 13:40～13:50
伊佐農協木ノ氏出張所跡 14:00～14:25
一ノ渡瀬牛尾入口三叉路 14:30～14:35
笹野・長尾さん宅前 14:40～14:45
奈良野公民館 14:55～15:05
永野原・福吉理髪店前 15:10～15:15
牛尾消防詰所前 15:25～15:35
大口中学校正門入口   9:10～  9:30
水ノ手公民館   9:40～10:00
原田公民館 10:10～10:20
小水流・あたご店前 10:30～10:50
北薩森林管理署前市役所車庫 11:00～11:10
仲町公民館前 11:20～11:30
中央公民館跡 13:10～13:40
浜里公民館 13:50～13:55
木崎・大岩誠一さん宅前 14:00～14:10
木崎公民館入口 14:15～14:20
旧焼酎資料館前 14:30～14:50
高柳公民館 15:00～15:05
大田公民館 15:10～15:20
春村公民館   9:20～  9:35
小木原東諏訪神社   9:45～10:00
小木原上公民館 10:10～10:20
停車場公民館（駅跡公園） 10:30～10:50
山野中学校体育館横 11:00～11:10
尾之上公民館 11:20～11:30
中村林産前 13:10～13:15
小川内公民館 13:25～13:35
五女木公民館 13:55～14:00
山野西小学校前 14:15～14:20
猩々公民館 14:50～14:55
井立田ポンプ室前 15:00～15:05
山野基幹集落センター   9:20～  9:40
石井・旧小泉商店前   9:50～10:05
中村橋三叉路 10:10～10:20
石井公民館 10:25～10:40
木地山橋横 10:55～11:00
旧布計駅前 11:15～11:20
平原・下村橋横 13:10～13:25
渕辺・谷川政昭さん宅横 13:35～13:45
伊佐農協平出水支所 13:55～14:15
平出水上公民館 14:30～14:40
日東公民館 14:55～15:05

月日 場　　所 時　　間
園田・梅木田商店前   9:10～  9:20
鳥巣上公民館   9:30～  9:45
冨士福祉館   9:55～10:05
大島北公民館 10:15～10:25
大島南公民館 10:35～10:50
羽月地区公民館 10:55～11:15
須原・馬頭観音様前 11:25～11:35
萩谷神社前 11:40～11:50
白木農協倉庫 13:20～13:35
旧白木上公民館 13:40～13:45
富ケ丘公民館 14:00～14:05
月野公民館 14:20～14:25
久野義康さん宅入口 14:35～14:40
羽月山神公民館 14:50～15:00
金波田・岩城一男さん宅前   9:10～  9:20
金波田公民館   9:25～  9:35
堂崎公民館   9:40～  9:50
羽月鉄道記念公園前   9:55～10:15
高津原・土師さん宅前 10:20～10:25
湯ノ谷・本石修さん宅前 10:35～10:45
下殿公民館前 11:00～11:10
下ノ木場精米所前 11:20～11:30
八代公民館 13:10～13:25
宮人公民館 13:35～13:50
馬渡公民館 14:00～14:05
羽月田代公民館 14:20～14:25
辺母木公民館 14:35～14:45
羽月西青少年センター 14:55～15:05
川岩瀬公民館 15:15～15:25
城下公民館   9:10～  9:20
伊佐農協曽木支所   9:25～  9:45
山城・松元さん宅前   9:55～10:00
萩原・古城久光さん宅横 10:10～10:15
田原公民館 10:25～10:30
伊佐農協針持支所 10:40～10:55
土瀬戸消防詰所 11:00～11:10
西太良地区コミュニティセンター 11:20～11:35
深川公民館 11:45～11:50
川西公民館 13:15～13:25
針牟田公民館 13:30～13:45
西方公民館 14:00～14:10
西太良田代公民館 14:20～14:30
釘野々・上園さん宅前 14:40～14:45
高塚公民館 15:00～15:10
堂山公民館 15:20～15:30

【大口地区】

４
月
15
日
（
水
）

４
月
17
日
（
金
）

４
月
20
日
（
月
）

４
月
22
日
（
水
）

４
月
24
日
（
金
）

４
月
27
日
（
月
）

４
月
30
日
（
木
）

問い合わせ先
市環境対策課環境保全係

  ☎ １３１１内２１１１・２１１２

狂犬病予防注射＆畜犬登録をお願いします
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１３８億８，０００万円

主な事業（単位：百万円）
★出産・子育て支援の継続と強化（保育料軽減、妊婦健診14回無料など）                               　　 10億5千4百万円

★緊急地域経済対策を踏まえた公共事業（道路整備など）、緊急雇用創出事業　　 　　　　　　 　　  4億3千6百万円

★県民体育大会伊佐大会の実施と体育施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　1億1千7百万円

★施設のリニューアルに対する準備（給食センター、し尿処理施設などの用地選定・設計委託など）　　   4千1百万円

★将来に向けた市の方針決定・経営手法の構築準備（総合振興計画の策定準備など）　　　　           　　　   2百万円

　平成 21年度当初予算が、３月の伊佐市議会定例会で決まりました。一般会計予算は、１３８億８，０００万

円で、昨年 11月に大口市と菱刈町が合併したために単純比較はできませんが、両市町の前年度当初予算合算

額と比べると、約５億円、率にして約３. ５％の減となりました。

○親からの援助は、国から交付される「地方交付

　税」、「国庫支出金・県支出金」などです。

○給料は、市民の皆さんが納めた「市税」などです。

○借入金は、「市債」です。ローンを組むのと似

　ています。一括払いだと一度に多額の資金が必

　要ですが、分割払いにすることで調達しやすく

　なり、また、どの世代の人も公平に負担するこ

　とになります。

　歳入の多くを国・県からのお金で賄っており、

合併をしてもなお厳しい財政事情が続いています。

より一層の行政改革を進めていきます。

　一般会計予算を年収５００万円の世帯の、１か月の家計に置き換えて説明します。

○食費、家族の医療費、ローンの返済は「義務的経費」と

　呼ばれ、多いほど余裕がないことになります。（平成 19

　年度の支出額は、県内 18市のうち旧大口市と旧菱刈町

　を合わせて５番目の少なさでした。）

○一人暮らしの子どもへの仕送りは、一部事務組合（未来

　館など）への「負担金」、各種団体への「補助金」などです。

　生活費の見直しをするなど、効率的な運営が望まれます。

○ローンの返済は月収の15％ですが、借入金を６％に抑え、

　財政健全化への取り組みを進めています。（平成19年度

　末市債残高は、県内18市のうち旧大口市と旧菱刈町を

　合わせて５番目の少なさでした。）

問い合わせ先　市財政課財政係　☎ １３１１内１１４２・１１４３

親からの援助
（交付税、国・県支出金など） 264,000円

給料（市税、諸収入など） 126,000円
借入金（市債） 26,000円

合　　計 416,000円

食費（人件費） 84,500円
家族の医療費（扶助費） 77,500円
ローンの返済（公債費） 64,000円
家、車、電化製品の修理･買換え
（建設、維持補修費） 48,000円

光熱費、通信費など（物件費） 41,000円
一人暮らしの子どもへの仕送り
（補助費、操出金） 99,500円

貯金など（積立金、予備費） 1,500円
合　　計 416,000円

歳出歳入

平成21年度
一般会計予算

伊　 佐　 は　　　  晴　    れ　 ！

歳入 歳出
138億
8千万円

138億
8千万円

地方
交付税
42.4％

民生費
31.1％

国庫
支出金
9.1％

公債費
15.4％

総務費
12.9％

衛生費
11.7％

教育費
9.4％

農林水産業費 7.5％

土木費 4.4％
消防費 4.1％

その他  3.5％

県支出金
7.6％

市債 6.4％

地方譲与税など 4.2％ 依存財源 69.7％

義務的経費
54.4％

投資的経費
11.0％

その他の
経費
34.6％

自主財源
30.3％市税

21.2％

諸収入など
9.1％
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Government Infomation

施設改修のため市体育施設を使用休止します

第63回県民体育大会伊佐大会さわやか県体2009

　施設改修工事のため、市陸上競技場・市営球場・菱刈農村公園テニスコートを次の期間使用休止します。

利用者の皆さまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ先　市教育委員会市民スポーツ課 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ １５５４

施設名 工事期間（使用休止期間）
 伊佐市陸上競技場 ５月11日（月）～８月31日（月）
 伊佐市営球場 ５月11日（月）～６月30日（火）
 菱刈農村公園テニスコート ５月11日（月）～７月31日（金）
※工事の進捗状況によっては休止期間を変更する場合があります。

子育て応援特別手当について
　子育て応援特別手当（今回限り）は、平成 20年 10月 30日に国で決定された「生活対策」の一つで、

多子世帯の幼児期教育の子育て負担に配慮し、子育てを応援しようとするものです。

対象児童　平成 14年４月２日から平成 17年４月１日までに生まれた子どもで、第２子以降の子ど
　　　　　もが対象です。

支給要件　１．次の (1)(2) のいずれかの要件に該当していること
　　　　　　(1) 住民基本台帳に記録されている人

　　　　　　(2) 外国人登録原票に登録されている人（不法滞在者及び短期滞在者は対象外）

　　　　　２．第２子の判定は、平成２年４月２日から平成 17年４月１日までに生まれた子どもの   

　　　　　　　中から年齢順に第１子、第２子と数えます。

　　　　　３．対象となる子どもと第１子が別居している場合は、同じ人に扶養されていることを確

　　　　　　　認しますので、申請のときに医療保険の被保険者証の写しが必要となります。

支 給 額　対象児童１人につき３６，０００円
申請方法　対象者には「子育て応援特別手当申請書」を郵送しますので、期限までに申請してください。

問い合わせ先　市福祉事務所子育て支援係　　　　　　　　　　　　　　  ☎ １３１１内１２６３

世帯主
世帯にいる子ども

生年月日：平成２年４月２日～平成17年４月１日

生年月日：平成14年４月２日～平成17年４月１日
生年月日：平成17年
４月２日以降

世帯にいる子ども

生年月日：平成２年４月２日～平成17年４月１日

生年月日：平成14年４月２日～平成17年４月１日

生年月日：平成17年
４月２日以降

世帯主

Ａ
さ
ん
世
帯

Ｂ
さ
ん
世
帯

Ａさんへの
子育て応援特別手当

Ｂさんへの
子育て応援特別手当

36,000円×２人＝
72,000円

36,000円×１人＝
36,000円

手当の対象となる子ども

手当の対象となる子ども

２
人
目

３
人
目

４
人
目

１
人
目

１
人
目

２
人
目

３
人
目

伊佐県体シンボルマーク

平成21年９月19日（土）・20日（日）※ 18日（金）は　ゴルフ競技を予定しています。



ISA City Public Relations  2009.04.01　　8

ISA City Topics

ま ち
の 話 題

ISA City Topics

市内立地企業が情報を交換

伊佐市立地企業情報交換会
　３月２日、市では市内に立地する企業 15社と国・

県の関係者などを集めて、初の「伊佐市立地企業情報

交換会」を開催しました。

　これは景気低迷が続く経済状況のなか、市内立地の

企業同士が情報交換を行って何らかのヒントを掴んで

もらい、また、地元企業間の連携を図ってもらうこと

を目的に行ったものです。

　会では、大口酒造㈱の南九州における９００ml 茶

ビンの統一リユースシステムの紹介や、焼酎の製造段

階で発生する“焼酎粕”を㈱ジャパンファームとの連

携で養豚用のエサ（液餌）に有効活用する事例（酒造と畜産のコラボレーション）を紹介。また、各

企業代表者には自社における現況や課題等の情報交換を行なってもらい、出席者全員で情報の共有を

図りました。

　市では、今後もこのような『情報交換会』を続けて地場産業の振興を図り、加えて雇用の確保や若

い世代の流出減少を目指す計画です。

※今回は製造業を営む企業を主体に開催いたしました。

大規模災害に備え
トリアージ訓練

　姶良・伊佐保健医療圏の災害拠点病院に指定され

ている県立北薩病院で、３月 12日、大規模災害を

想定した訓練が行なわれました。

　これは大型観光バスが曽木大橋から落下し乗員

20人が負傷、救急車で搬送された負傷者にトリア

ージ（治療の優先順位を設定し、限られた医療資源

で最大限の救命効果を得る）を実施する訓練で、次々

に運ばれてくる模擬患者に対して、トリアージ担当

の医師らが迅速かつ的確に判断し振り分け、傷病の

程度に合わせた処置を実施しました。

　本番さながらに行なわれた訓練はほぼ予定してい

た時間に終了しましたが、訓練に参加した医師や看

護士は「本番ではもっと時間がかかってしまうだろ

うが、適切に対処したい」と気を引き締めていました。
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ま ち
の 話 題

　第 30回姶良伊佐地区青年祭が、３月８日菱刈環境

改善センターで開催されました。

これは、姶良・伊佐地区内で活動している青年団員

が、日ごろの活動成果を発表する場であり、団員同士

の交流の場、また、地域住民へ青年団活動を知っても

らうためのＰＲの場でもあります。

当日は、舞台発表のほか、会場ロビーには、活動写

真や美術展などの作品展示もされました。また、「田

中小学校トランペット鼓隊」や「五菱太鼓」も駆けつ

け盛り上げました。

現在、どの青年団も団員減少ということに、悩み・

もがいているようですが、当日のステージ発表は、そ

の憂さを晴らすような弾け様で、多くの観客が大きな

拍手を送りました。

祭の最後には、教育事務所関係者の採点による『青

年祭グランプリ』の結果発表があり、「白雪姫」を鹿

児島弁で演じた「菱刈町青年連絡協議会」がグランプ

リを受賞しました。

　３月 14 日・15 日の両日、大口中心商

店街で「春の市」が開催されました。

　14日午前はみぞれ交じりの雨が降る肌

寒いあいにくの天候でしたが、15 日は一

転、透き通るような青空が広がる暖かな一

日で、朝早くから大勢の人が繰りだし賑わ

いました。

　また、この日は『高熊山緑の少年団』の

牛尾小学校４～６年生 30人とその育成会

員が、市商店街・タイヨー・マルショク前

で緑の羽根募金活動を行い、道行く人々に

大きな声で「緑の募金」を呼びかけました。

大勢の人で賑わった

青年諸君 !集え、青年団へ！軽スポーツ大会

　２月 22日、伊佐市総合体育館・体育

センターで軽スポーツ大会が開催されま

した。壮年層のスポーツへの参加と健康

増進を目的に開催されたこの大会では、

３つの会場でそれぞれミニバレー・玉入

れ・輪なげの競技が行われ、和気あいあ

いとした中にも白熱した試合が展開され

ました。

　玉入れに初めて参加した人は、「最初

は楽なスポーツだと思っていたが、意外

とハード。体力はもちろん、玉を拾う人、

投げる人などの役割分担の工夫も求めら

れる奥の深いスポーツで、とても楽しか

った。来年もまた参加したい」と額に汗

を光らせて話してくれました。

春の市
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関東薩摩おおくち会総会

　２月 22 日、東京池袋で第 11 回関東薩摩

おおくち会総会が開催されました。

　小野会長のあいさつ並びに隈元市長から市

制報告などのあいさつがあった後、平成 20

年度の経過報告、決算が承認されました。

　総会後の懇親会では、会員による踊りや歌

謡ショーなど披露され、故郷伊佐市の話題に

会場は大いに盛り上がりました。

　懇親会終了後には伊佐米・黒豚味噌・焼酎

のお土産が手渡され、会員は１年後の再会を

楽しみに会場を後にしました。

　２月 21日、伊佐森林組合において、平成 20年度伊佐

地区植樹祭が開催されました。会長挨拶のあと伊佐地区植

樹祭スローガンを５人の若い後継者が発表し、満場一致で

採択されました。

　記念植樹は、大口川岩瀬の伊佐市有林で行われ牛尾小・

本城小の緑の少年団員も一緒に植樹をしました。

　また、午後からは“大口百年の森林・愛高梅園”でチエ

ンソーアート大会が開かれ市内外から９人の参加者があり

日頃作業で使っているチエンソーで、１時間ほどかけて丸

太からミッキーマウスやフクロウなどを創作していました。

伊佐地区植樹祭・チエンソーアート大会

北京オリンピック出場体験を語る

　２００８北京オリンピックフェンシング女

子エペ個人出場の池田めぐみ選手（旧姓原田）

を講師にお招きして、伊佐市誕生記念「青少

年健全育成記念講演会」が３月 14日、大口

ふれあいセンターで開催されました。

　講演は池田選手がフェンシングを始めたき

っかけやお父さんとの約束、また、北京オリ

ンピックに出場した体験談やウラ話などをユ

ーモラスに紹介。参加した子どもたちも、そ

の貴重な体験談に興味津々な様子で聞き入っ

ていました。

　３月 15日、本城校区公民館活動推進委員会が主催し

て、第５回本城おきな草春祭りが本城小学校を中心に行

なわれました。

　早朝からグラウンドゴルフ大会が行なわれたほか、体

育館で生け花・書道・写真・絵手紙などの作品展示、入

り口周辺でバザーや出店が多数出店し、大勢の人で賑わ

いました。また、舞台ではおきな草絵手紙コンテストの

表彰式、園児・小中学生・地元住民らの演奏や踊りなど

も披露され、やさしく可憐なおきな草のような心温まる

春祭りでした。

やさしく可憐なおきな草
第５回本城おきな草春祭り


